
統計量：差の検定
反復測定の差の検定（自動選択）

立位体前屈データを選びます

反復測定の3変数以上の差の検定を行い

ますが，いくつかの手法から，もっと

も適切な手法を自動選択して，結果を

出力します

①[統計量]－②[差の検定]－③[反復測

定の差の検定（自動選択）]を選びます

ダイアログボックスの④[繰り返しのあ

る変数（2つ以上選択）]で差のみたい

変数を2つ以上クリックして選びます

 通常は，3つ以上の変数を選びます

 ここでは「立位体前屈1回目・立位体前屈2回

目・立位体前屈3回目」を選んでいます

⑤ [OK]をクリックします

 解析手順，結果は [分散分析]－[反復測定（対応

のある1要因）]と同じです

 ここをクリックすると該当ページへ移動します
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反復測定の差の検定（自動選択）の計算過程

以上の手順が自動選択されます 2

反復測定の
分散分析

Friedmanの検定

差なし

pが0.05以上 p<0.05

多重比較法
Wilcoxon検定をホルム

の方法で修正

球形性の検定
Mendozaの多標本球形性検定

Greenhouse-Geisserのε
修正による分散分析

p<0.05pが0.05以上

多重比較法
対応のあるt検定をシェイファーの

方法で修正
pが0.05以上p<0.05

差なし有意な水準の組み
合わせに差あり

p<0.05

有意な水準の組み
合わせに差あり

差なし

pが0.05以上

p<0.05 pが0.05以上

差なし差なし

データは正規分布に従うか？
Shapiro-Wilkの検定

少なくとも1つがp<0.05全ての変数が0.05以上

pが0.05以上



統計量：差の検定
反復測定の差の検定（自動選択） 結果①

今までと違って【判定】文が出ないの

で，結果の見かたは複雑になります

反復測定による分散分析か，フリード

マン検定が自動で選択されます

 改変Rコマンダーの反復測定の分散分析は，

井関龍太氏のANOVAkun関数を基に作製者

が改変して使用してます

 Rのパッケージよりも優れていると判断し

たためです

結果は，次ページ以降の①②③の順番

に従って見てください
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統計量：差の検定
反復測定の差の検定（自動選択） 結果②

まず，①メンドーサ（Mendoza）の多

標本球形性の検定結果を見ます

 モークリーの球形性検定の多変量版です

このpが0.05以上なら，②に通常の反復

測定による分散分析を自動出力します

もし，ここがp<0.05なら➁にグリーン

ハウスカイザーのイプシロン修正によ

る反復測定分散分析の結果を自動で出

力します

 pが0.05以上なので通常の反復測定による分散分

析が出力されています

反復測定による分散分析の結果，ｐ＝

0.0000なので，「p<0.01で有意に差が

ある」と判断します

 ただし，この時点で，どの変数とどの変数に差

があるかは不明です→次の多重比較法で判断
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統計量：差の検定
反復測定の差の検定（自動選択） 結果③

どの変数とどの変数に差があるかは，③のところで判断します

③は多重比較法です．正式には対応のあるt検定をシェイファー（Shaffer）の方法で修正した多重

比較法と書きます

 [adj.p(調整p値)]がp値になります

 それぞれp<0.05なら，有意な差があるといえます

 この例では，「立位体前屈1回目－立位体前屈3回目」「立位体前屈1回目－立位体前屈2回目」「立位体前屈2回目－立位体前屈3回

目」の全ての間に有意な差があるといえます
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統計量：差の検定
反復測定の差の検定（自動選択）：ノンパラメトリックの時

 正規分布しないデータの時は，フリードマン

（Friedman）検定の結果が出力されます

 ①には各変数の中央値が出力されます

 ②には，Holmの方法で修正したShapiro-Wilk

の検定結果が出力されます．これらのうち，

1つでもp<0.05であればフリードマン検定が

選ばれます．このケースでは全てp<0.05です

 ③にフリードマン検定の結果が出力されます．

p<0.01で有意差ありです．この時点では変数

全体としてみた時に差がある，程度しかわか

りません．どの変数とどの変数に差があるか

は，多重比較法を見ます

 ④が多重比較法の結果です．これは，対応の

あるウィルコクソンの検定をホルム（Holm）

の方法で修正した多重比較法となっています

 枠内の数値がp値ですので，全変数間で

p=0.007，つまりp<0.01で有意差ありです
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